
■ 滋賀県青少年赤十字研究推進委嘱校の取り組み　　■青少年赤十字は今年、創設100周年を迎えます
■青少年赤十字スタディー・プログラム　　■事業計画、編集後記
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本
校
の
特
色
で
あ
る
『
愛
鳥
活
動
』
と

『
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
』
の
両
方
が
今

年
で
五
十
年
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
二
か
年
に
渡
り
Ｊ
Ｒ
Ｃ
研
究
委
嘱

校
と
し
て
、
児
童
の
『
主
体
的
』
な
姿
勢

と
『
対
話
的
』
な
学
び
の
育
成
に
つ
い
て

研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
『
主
に
他
者
と
の
や
り
と

り
か
ら
読
み
解
き
理
解
す
る
力
』
に
つ
い

て
重
点
を
置
き
、
少
人
数
な
ら
で
は
の
対

話
的
な
学
び
の
実
現
に
む
け
て
研
究
を
進

め
、
国
語
科
で
身
に
付
け
た
力
が
他
教
科

や
教
育
活
動
全
般
に
汎
用
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
教
科
・
教
育

活
動
全
般
を
通
し
て
「
こ
と
ば
」
に
対
す

る
資
質
・
能
力
の
向
上
を
目
指
し
、
児
童

自
ら
が
主
体
的
に
最
後
ま
で
粘
り
強
く
や

り
通
そ
う
と
す
る
よ
う
な
指
導
者
の
「
し

か
け
」
づ
く
り
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

講
じ
な
が
ら
、
十
一
月
十
九
日
に
は
、
予

定
通
り
研
究
発
表
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び
で

す
。
児
童
発
表
後
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
の

実
践
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
健
康
安
全
」

の
中
か
ら
特
に
「
防
災
」
に
関
す
る
内
容

と
、
国
語
科
で
身
に
付
け
た
力
を
汎
用
さ

せ
ら
れ
る
よ
う
に
教
科
横
断
的
な
学
習
の

公
開
授
業
を
参
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
県
指
導
主
事　

川
端
様
か
ら
、
指

導
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
よ
り

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
研
究
発
表
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
日
本
赤
十
字
社
滋
賀
県
支
部
の
皆
さ

ま
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
指
導
・
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
「
宮
の
宝
」

と
し
て
地
域
で
温
か
く
大
切
に
育
て
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
然
を
大
切
に
、
友

だ
ち
を
大
切
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
い
の
ち
を

大
切
に
す
る
心
が
す
で
に
培
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
自
分
の
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

も
ち
、
未
来
を
た
く
ま
し
く
切
り
拓
い
て

い
く
た
め
の
素
地
と
な
る
「
気
づ
き
、
考

え
、
実
行
す
る
」
実
践
を
こ
れ
か
ら
も
積

み
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

主体的に学び、
対話的に考えを深め合える子どもの育成

滋賀県青少年赤十字だより

滋賀県青少年赤十字加盟校（園）（令和3年度）
校　種

保育園・幼稚園
小 学 校
中 学 校
義務教育学校
高等学校
特別支援学校

計

10
150
42
2
16
1

221

加盟校（園）数

滋賀県青少年赤十字指導者協議会
日本赤十字社滋賀県支部 j u n i o r  r e d  c r o s s

No.28

健康・安全　　  奉仕　　  国際理解・親善

～児童の言語感覚を養い、「読み解く力」を高める指導の在り方～

令和2・3年度　第44回滋賀県青少年赤十字研究推進委嘱校
甲賀市立甲南第三小学校

研究
主題



　

ち
ょ
う
ど
100
年
前
の
1
9
2
2
年
（
大

正
11
）
５
月
５
日
に
、
現
守
山
小
学
校
の

前
身
で
あ
る
守
山
尋
常
高
等
小
学
校
に

て
、
わ
が
国
最
初
の
少
年
赤
十
字
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
６
月
に
は
当
時

の
伊
香
郡
で
も
少
年
赤
十
字
団
が
組
織
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
青
少
年
赤

十
字
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
の
発
祥
の
地
は
守
山
と

い
う
よ
り
、
滋
賀
県
と
い
っ
た
方
が
良
さ

そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
こ
滋
賀
県

は
全
国
的
に
Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動
で
注
目
さ
れ
る

地
で
あ
り
、
活
動
の
先
端
地
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
責
任
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　

折
し
も
、
記
念
す
べ
き
Ｊ
Ｒ
Ｃ
創
設
100

周
年
の
年
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
い
う
難
敵
が
子
ど
も
た
ち
を
襲
っ

て
い
ま
す
。
学
校
の
閉
鎖
、
学
校
行
事
の

縮
小
、
子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
活
動
の

禁
止
な
ど
、
こ
の
感
染
症
は
子
ど
も
の
体

だ
け
で
は
な
く
、
心
も
蝕
み
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
人
の
社
会
で
も
、
窮
屈
な

生
活
に
疲
れ
た
ス
ト
レ
ス
の
増
大
か
ら
と

思
わ
れ
る
身
勝
手
な
理
屈
に
よ
る
悲
惨
な

事
件
が
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
感
染
症

を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
は
、
「
ウ
イ
ル

ス
」
で
あ
り
、
決
し
て
「
人
間
」
で
は
な

い
の
で
す
が
、
二
次
的
な
災
害
が
起
こ
り

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
こ
そ
、
「
人
間
を
救
う
の
は
人
間

だ
」
と
い
う
赤
十
字
の
精
神
を
も
っ
て
、

力
を
合
わ
せ
て
コ
ロ
ナ
禍
に
対
す
る
時
で

す
。
県
内
の
各
校
で
実
践
さ
れ
た
コ
ロ
ナ

対
策
を
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
正
に
子
ど
も
や
先
生
方
が
、
Ｊ
Ｒ

Ｃ
の
態
度
目
標
で
あ
る
「
気
づ
き
・
考

え
・
実
行
す
る
」
を
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

教
育
活
動
の
中
で
位
置
づ
け
て
実
践
さ
れ

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
100
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
が
、
コ
ロ
ナ
終
息
の

年
と
な
る
よ
う
願
い
な
が
ら
、
子
ど
も
も

大
人
も
「
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
」
し

て
、
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　児童・生徒が、日常生活の中でいのちと健康を大切にし、地域社会、国家・世界のために奉仕し、世界の人々との友好親善の精神を育成する青少年赤十字。その誕生は1922年にさかのぼります。きっかけは、第一次世界大戦時のカナダ、アメリカ、オー
ストラリア、イタリアの児童・生徒が行った救護材料の製作補助などの赤十字事業支援活動です。
　日本では、本県の守山小学校が、全国に先駆けて青少年赤十字団を結成し、赤十字の人道・博愛の精神でボランティア活動を実践する活動の輪が全国に広がったと言われています。1922年に誕生した青少年赤十字は今年で100周年を迎えます。創設か
ら100年を迎えた現在では全国で約14,500校が青少年赤十字に加盟し、340万人以上の青少年赤十字メンバーがいます。
　今号では、これまでの青少年赤十字活動のあゆみを振り返ります。

青少年赤十字は今年、創設100周年を迎えます！

大正3年
1914

大正9年
1920

大正14年
1925

昭和4年
1930

昭和20年
1945

昭和25年
1950

昭和35年
1960

昭和45年
1970

昭和55年
1980

平成2年
1990

平成12年
2000

平成22年
2010

令和4年
2022

第一次世界大戦始まる(1914年)

ロシア革命(1917年)

ベルサイユ条約調印(1919年)

関東大震災(1923年)

世界恐慌(1929年)
満州事変(1931年)

二・二六事件(1936年)

第二次世界大戦始まる(1939年)

第二次世界大戦終結(1945年)

日本国憲法公布(1946年)
戦後の学制改革(1947年)

朝鮮戦争始まる(1950年)

サンフランシスコ講和条約(1951年)

日本、国際連合に加盟(1956年)

東京オリンピック開催(1964年)
大阪万博開催(1970年)

オイルショック(1973年)

ベトナム戦争終結(1975年)

アフガン侵攻始まる(1979年)

イラン・イラク戦争(1980年)

東欧革命・ベルリンの壁崩壊(1989年)

湾岸戦争(1991年)
阪神・淡路大震災(1995年)

アメリカ同時多発テロ(2001年)

東日本大震災(2011年)

熊本地震(2016年)

西日本豪雨(2018年)

新型コロナウイルス感染症の
流行(2020年～)

【滋賀県のJRCの動き】

▶1914（大正3）年～
第一次世界大戦をきっかけにカナダ
やアメリカ、オーストラリア、イタ
リアで青少年赤十字が結成される

▶1920（大正９）年
第１回赤十字社連盟総会で事業の方
向性を示す決議が採択

▶1922（大正11）年
滋賀県守山市立守山小学校（当時、
野州郡守山尋常高等小学校）で国内
初の少年赤十字団を結成

▶1922（大正11）年
地域連合としての日本最初の青少年
赤十字団が伊香郡12か町村の小学校
児童1,900余名で組織

▶1923（大正12）年
関東大震災を受け、少年赤十字団が
義援金や慰問品を本社を通じて送る

▶1923（大正12）年
野洲郡連合少年赤十字団よりイギリ
ス、フランス、スイス、アメリカの各
少年赤十字との通信交換がはじまる

▶1946（昭和10）年
県内すべての小学校が少年赤十字に加盟

▶1949（昭和24）年
「滋賀県青少年赤十字団協議会」が設置
（後に補導者協議会から指導者協議会
に改称）

▶1950（昭和25）年
大津市雄琴小学校で青少年赤十字の
第1回トレーニング・センター（2泊3
日）を開催。参加者140名

▶1960（昭和35）年
チリで発生した津波災害に対し、青少年
赤十字が支援物資を送る

▶1977（昭和52）年
第１回青少年赤十字研究推進委嘱校
研究発表会を栗東町立治田西小学校
で開催

▶1980（昭和55）年
滋賀県青少年赤十字賛助会を設立。
全国賛助会に加盟
（後に滋賀県青少年赤十字賛助奉仕団
に改称）

▶1994（平成６）年
青少年赤十字加盟校の連帯と活動促進
を目指して、機関紙「JRCしが」を創刊

▶1995（平成７）年
阪神・淡路大震災で支部と指導者協議
会が加盟校に被災者に対する募金活動
を呼びかける

▶2004（平成16）年
ＪＲ守山駅西口広場に青少年赤十字
賛助奉仕団湖南ブロックにより「少年
赤十字発祥の地」と刻まれた顕彰碑が
建立される

▶2011（平成23）年
東日本大震災で加盟校が義援金の募
金活動に取り組む

▶2014（平成26）年
青少年赤十字メンバー・加盟校応援
プロジェクト事業開始

▶2022（令和4）年
青少年赤十字創設100周年

創立100周年記念事業のお知らせ 皆さんの活動をサポートします!

青少年赤十字メンバー・加盟校
応援プロジェクト

1

3

青少年赤十字創設100周年記念大会の開催
●開催日時　令和４年 ７月２９日（金）
●会　　場　守山市民ホール
100年の歴史を振り返るとともに、これからのJRC活動の一層の
充実を図る機会にしたいと考えます。当日は、児童や教員の活動報
告や魅力ある講師による講演を予定しています。

日本赤十字社滋賀県支部では、青少年赤十字加盟校が行う自主的かつ
意欲的な教育の実践活動の支援を目的に本事業を行っております。

基準により上限5万円を助成します。
申請方法はとっても簡単！
詳しくは日本赤十字社滋賀県支部のホームページをご確認ください。

お問い合わせ
　　　　　　日本赤十字社滋賀県支部
　　　　　　TEL 077-522-6758
　　　　　　URL https://www.jrc.or.jp/chapter/shiga

防災学習を実施
する際

に必要な物品を
整備

したい!

例えばこんな活動に……

海外の学校とオンラインで交流を図り、相互理解を深めるために機材を準備したい!

研究推進委嘱校による研究発表大会
●開催日時　令和４年11月1日（火）
●会　　場　守山市立守山小学校
青少年赤十字の発祥校である守山小学校で研究発表会を開催し
ます。
創設以来培われてきた青少年赤十字活動についてご発表いただき
ます。

2 活動実践事例集の発行
県内で展開されている青少年赤十字活動の中で、学校教育に取り入
れられている事例を紹介し、JRC活動のさらなる普及と先生方の
指導実践の一助となる事例集の発行を予定しています。

青少年赤十字創設100周年記念大会及び研究発表大会につきましては、詳
細が決まり次第各学校へご案内いたします。

Ｊ
Ｒ
Ｃ
創
設

　

100
周
年
を
迎
え
て

〜
気
づ
き
・
考
え
・
実
行
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
を
め
ざ
し
て
〜

滋
賀
県
青
少
年
赤
十
字
指
導
者
協
議
会
会
長

　
　
　
　

守
山
市
立
守
山
小
学
校
長　

田
中
滋
規



　JRCしが第28号
を発行しましたの
で、お届けします。

　今年は、1922（大正11）年に全国初とな
る青少年赤十字が守山小学校で誕生して
100周年の記念すべき年となります。100
周年イヤーとなる今年は、発祥地である滋
賀県だけではなく全国で様々な活動が予定
されています。
　第一次世界大戦時の赤十字事業支援活動
をきっかけに始まった青少年赤十字の活動
ですが、長い歴史の間、赤十字の理解を通し
て、青少年の「やさしさ」や「おもいやり」を
大切にする心を育むことを目的に活動を続
けてきました。
　コロナ禍で、人々が自宅に閉じこもりが
ちになり、人との交流が少なくなっている
今こそ、もう一度、「やさしさ」「おもいやり」
の心を育てる青少年赤十字活動について振
り返り、この100年から新たな青少年赤十
字の歴史をつくっていく機会にしたいと考
えます。

行　　　　事日 期間 参 加 者実 施 場 所月
全国支部青少年赤十字担当者会議

青少年赤十字創設100周年
オープニングイベント

指導部役員会

第１回滋賀県青少年赤十字
高校生連絡協議会

郡市支部長会
全国指導者協議会総会・研修会
トレーニングセンター打ち合わせ会

青少年赤十字創設100周年記念
滋賀県青少年赤十字大会
(近畿ブロック指導者研修会を兼ねる)

郡市主催トレーニングセンター
リーダーシップ・トレーニングセンター
郡市主催総会・運動会

第２回滋賀県青少年赤十字
高校生連絡協議会

青少年赤十字創設100周年記念
国際交流事業

青少年赤十字研究推進委嘱校発表大会
指導部役員会
郡市支部長会
青少年赤十字スタディー・センター

Web

日赤滋賀県支部会議室

県内加盟高校

日赤滋賀県支部会議室
日赤本社
日赤滋賀県支部会議室

守山市民ホール

各市支部
守山市立守山小学校
各会場

県内加盟高校

東京都内

守山市立守山小学校
日赤滋賀県支部会議室
日赤滋賀県支部会議室
山梨県・東照館

支部事務局担当者

青少年赤十字関係者

会長・副会長・顧問・郡市支部長・指導部長

高校生メンバー、指導者

会長、副会長、郡市支部長、指導部長
会長
会長、指導部長、県指導員

青少年赤十字関係者

各支部メンバー
小・中・高メンバー
各郡市メンバー

高校生メンバー

高校生メンバー、県内指導者

県内指導者
会長、副会長、顧問、指導部長、県指導員
会長、副会長、郡市支部長、指導部長
高校生メンバー

通年事業：青少年赤十字メンバー・加盟校応援プロジェクト事業を実施
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令和 4年度青少年赤十字主要事業計画（案）
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各
自
の
学
校
で
行
っ
て
い
る
活

動
の
報
告
を
し
た
り
、
赤
十
字
の

理
念
を
学
ん
だ
り
、
S
D
G
s
の

企
業
の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
り

と
、
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
も
一
番
の
学
び
は
、

赤
十
字
の
理
念
の
一
つ
、
「
中

立
」
で
す
。
戦
時
に
敵
味
方
の
区

別
な
く
救
護
を
行
う
組
織
だ
と
い

う
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

戦
争
が
身
近
に
は
な
い
日
本
で

も
、
災
害
現
場
等
で
通
じ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
地
方
に
限
ら
ず
、

全
国
、
全
世
界
で
連
携
を
し
て
い

く
時
に
「
中
立
」
の
立
場
を
と
る

考
え
方
は
重
要
な
事
だ
と
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
で
、
よ

り
一
層
意
識
し
て
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
参
加
者
と
交
流
し
、
校

内
の
活
動
し
か
見
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
視
野
が
広
が
り
と
て

も
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
次

は
直
接
会
っ
て
協
議
し
た
い
で

す
。

　

ズ
ー
ム
を
使
用
し
て
全
国
の

中
・
高
生
と
交
流
し
、
青
少
年
赤

十
字
の
活
動
や
人
道
や
防
災
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
私
が
特

に
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
赤
十
字
社
の
重
要
性
で

す
。
赤
十
字
社
は
、
自
分
を
含
め

た
お
互
い
の
た
め
に
役
立
と
う
と

い
う
心
と
実
践
力
を
持
っ
た
人
達

の
組
織
で
あ
り
、
お
互
い
を
尊
重

し
助
け
合
う
社
会
を
形
成
し
て
い

く
上
で
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
社
会
福
祉
部
の
活
動
の
な

か
で
、
あ
ま
り
青
少
年
赤
十
字
に

つ
い
て
詳
し
く
知
ら
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
、
新
し
い
知
識
や
考
え
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
の
中
・
高
生
と
交

流
し
た
こ
と
で
、
相
手
の
意
見
を

尊
重
し
て
、
さ
ら
に
自
分
の
意
見

を
主
張
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

青少年赤十字創設100
周年直前

令和3年度青少年赤十字スタディー・プログラムに参加　
　令和3年12月25日(土)、26日(日)の2日間、青少年赤十字に加盟している全国の中学高
校で活動している生徒が交流し学ぶ、スタディー・プログラムに滋賀県代表として、滋賀
県立八幡高等学校社会福祉部が参加しました。オンライン開催となりましたが、全国の中
学高校生308名と意見交換をしました。令和4年度は青少年赤十字創設100周年を迎える
年であり、100周年事業をともに創りあげる活動への理解を深めました。

2年  四方 果
穂

2年  木村 心瑚
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